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プログラム

8：30 ～ 9：00　幹事会

9：00 ～ 9：30　メンバー会議

9：30 ～ 9：35　開会式

9：35 ～ 10：38
主題Ⅰ　急性胆嚢炎に対する治療方針　―手術のタイミングと治療成績―
司会：渡邉　　学（東邦大学医療センター　大橋病院　外科）

　　　飯田　　敦（独立行政法人　国立病院機構　敦賀医療センター　外科）

Ⅰ-1	 悪性疾患を併存する急性胆嚢炎に対する治療方針の検討
高舘　達之（東北大学　消化器外科学）

Ⅰ-2	 急性胆嚢炎に対する早期腹腔鏡下胆嚢摘出術－最近の工夫と治療成績－
森山　穂高（東邦大学医療センター　大橋病院　外科）

Ⅰ-3	 当院の急性胆嚢炎の治療成績 - 早期手術の有用性について -
奥村　拓也（富士宮市立病院　外科）

Ⅰ-4	 当院における急性胆嚢炎に対する手術の取り組みと治療成績
高木　　剛（西陣病院　外科）

Ⅰ-5	 発症 72 時間経過後の急性胆嚢炎に対する緊急腹腔鏡下胆嚢摘出術の手術成績
大屋　勇人（大垣市民病院　外科）

Ⅰ-6	 急性胆嚢炎に対する経皮経肝胆嚢ドレナージ施行例における待機的手術困難因子の検討
夏田　孔史（国立病院機構　長崎医療センター　外科）

Ⅰ-7	 当院における急性胆嚢炎に対する待機的腹腔鏡下胆嚢摘出術の成績
尾辻　英彦（名古屋第二赤十字病院　一般消化器外科）



― 11 ―

10：40 ～ 11：56
主題Ⅱ　総胆管結石に対する腹腔鏡下胆管結石切石術
司会：倉内　宣明（JA北海道厚生連　倶知安厚生病院　外科）

　　　梅澤　昭子（四谷メディカルキューブ　きずの小さな手術センター　外科）

Ⅱ-1	 総胆管結石に対する腹腔鏡下胆管結石切石術
奥村　拓也（富士宮市立病院　外科）

Ⅱ-2	 中規模地方病院における腹腔鏡下胆管結石切石術の現状と課題
牧野安良能（諏訪赤十字病院　消化器外科）

Ⅱ-3	 腹腔鏡下胆嚢摘出後の再発総胆管結石に対し腹腔鏡下総胆管結石切石術を行った一例
武藤　満完（東北労災病院　外科）

Ⅱ-4	 総胆管結石症治療の現状と課題　-ESTとLCBDEは共存可能か -
千野　佳秀（第一東和会病院　内視鏡外科センター）

Ⅱ-5	 ‌�乳頭機能温存と結石の成因からみた腹腔鏡下胆管結石切石術の有用性と普及のための
提言
松村　直樹（東北労災病院　内視鏡外科）

Ⅱ-6	 総胆管結石に対する一期的腹腔鏡下手術
梅澤　昭子（四谷メディカルキューブ　きずの小さな手術センター　外科）

Ⅱ-7	 当院の腹腔鏡下胆管結石切石術
新宮　優二（名古屋第二赤十字病院　一般消化器外科）

Ⅱ-8	 結石成分から考えた胆管結石の治療戦略
鹿志村純也（�筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター　JA 茨城県厚生連総合病院　水戸協同病院　

消化器内科）

12：10 ～ 13：10
ランチョンセミナー
司会：長谷川　洋（国家公務員共済組合連合会東海病院　内視鏡外科手術センター）

総胆管結石症に対する内視鏡治療の現在

演者：安田　一朗（富山大学大学院　医学薬学研究部　内科学第三講座）

（共催：オリンパス株式会社）
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13：20 ～ 14：32
主題Ⅲ　腹腔鏡下胆道手術　―未来への挑戦―
司会：堀口　明彦（藤田医科大学　医学部　消化器外科学講座／ばんたね病院　外科）

　　　板野　　理（国際医療福祉大学　医学部　消化器外科）

Ⅲ-1	 腹腔鏡下胆嚢摘出術を初期研修医に体験してもらう手順について
脊山　泰治（がん・感染症センター都立駒込病院　肝胆膵外科　外科）

Ⅲ-2	 機械学習を用いた胆石分類器の開発
石田　晶玄（東北大学　消化器外科学）

Ⅲ-3	 腹腔鏡下総肝管空腸吻合の経験について
米田　浩二（大阪医科大学　一般・消化器外科）

Ⅲ-4	 胆道癌に対する腹腔鏡下肝切除
中平　　伸（堺市立総合医療センター　外科）

Ⅲ-5	 胆道領域におけるロボット支援下膵頭十二指腸切除術（RPD）
瀧下　智恵（東京医科大学　消化器・小児外科学分野）

Ⅲ-6	 胆道癌に対する腹腔鏡手術手技；未来への展望
大目　祐介（新東京病院　消化器外科）

Ⅲ-7	 胆嚢癌疑診例に対する腹腔鏡下胆嚢床切除の手技と成績
足立　智彦（長崎大学大学院　移植・消化器外科）

Ⅲ-8	 胆嚢癌に対する過不足ない治療を可能にする腹腔鏡手術を軸とした治療アルゴリズム
板野　　理（国際医療福祉大学　医学部　消化器外科）

14：35 ～ 15：29
主題Ⅳ　先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡下手術
司会：中村　慶春（日本医科大学　消化器外科）

　　　砂川　宏樹（社会医療法人　敬愛会　中頭病院　消化器・一般外科）

Ⅳ -1	 小児先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡手術
田井中貴久（名古屋大学大学院　小児外科学）

Ⅳ -2	 当院の腹腔鏡下胆道拡張症手術における工夫
三宅　　啓（静岡県立こども病院　小児外科）

Ⅳ -3	 戸谷 IV 型先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡下肝外胆管切除術
森川　孝則（東北大学大学院　消化器外科学分野）
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Ⅳ -4	 成人の先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡下分流手術
武田　　裕（関西労災病院　外科　消化器外科）

Ⅳ -5	 当科における腹腔鏡下先天性胆道拡張症手術の成績と今後の課題
森　　泰寿（九州大学　臨床・腫瘍外科）

Ⅳ -6	 �先天性胆道拡張症（成人例）に対する腹腔鏡下肝外胆管切除＋腹腔鏡下肝管空腸吻合
術について
中村　慶春（日本医科大学　消化器外科）

15：40 ～ 16：52
主題Ⅴ　急性胆嚢炎に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術　―胆管損傷ゼロを目指して―
司会：多賀谷信美（板橋中央総合病院　消化器病センター　外科）

　　　黒木　　保（独立行政法人　国立病院機構　長崎医療センター）

Ⅴ -1	 術前MRI による急性胆嚢炎の手術困難に関連した病理学的変化の予測
大宮康次郎（豊橋市民病院　一般外科）

Ⅴ -2	 胆嚢摘出術の胆道損傷回避のためのDIC-CT の必要性とbail-out procedures の導入
陳　　孟鳳（公益社団法人京都保健会　京都民医連中央病院　消化器センター外科）

Ⅴ -3	 当院での difficult gallbladder における術中胆管損傷の回避法
新田　敏勝（春秋会　城山病院　消化器センター　外科）

Ⅴ -4	 腹腔鏡下胆嚢摘出術における胆管損傷の原因と対策
神田　知洋（日本医科大学付属病院　消化器外科）

Ⅴ -5	 腹腔鏡下胆嚢摘出術困難症例におけるfundus-first techniqueと胆嚢管開口部閉鎖法
加藤　翔子（愛知医科大学　消化器外科）

Ⅴ -6	 �急性胆嚢炎に対するBiClampを用いた腹腔鏡下胆嚢摘出術と回避手術による胆道損傷
ゼロへの取り組み
中平　　伸（堺市立総合医療センター　外科）

Ⅴ -7	 Bail-out procedure に踏み切る決断に関与する2つの "inflection point"
柏崎　正樹（国家公務員共済組合連合会　大手前病院　消化器外科）

Ⅴ -8	 急性胆嚢炎手術における層の理解 - 医原性胆道損傷の２大発生要因とその対策 -
岩下　幸雄（大分大学　医学部　消化器・小児外科学講座）
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17：10 ～ 18：10
特別講演
司会：徳村　弘実（東北ろうさい病院）

先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡下根治術の長期予後改善を目指した工夫：膵内胆管切除と肝
内胆管形成

演者：内田　広夫（名古屋大学大学院　医学系研究科　小児外科）

（共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社）

18：10 ～ 18：15　閉会式

18：20 ～ 19：50　情報交換会


